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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月2日(2020.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報の可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であっ
て、
　可動体と、
　前記有利状態に制御することを決定可能な決定手段と、
　前記決定手段の決定よりも前に前記有利状態に制御されること判定可能な判定手段と、
　演出画像を用いて演出を実行する演出実行手段と、を備え、
　前記演出実行手段は、
　　前記決定手段の決定にもとづいて実行される予告演出として、第１レイヤーに第１演
出画像を表示する第１予告演出を実行可能であり、
　　前記判定手段の判定にもとづいて実行される予告演出として、前記第１レイヤーより
も背面側に配置された第２レイヤーに第２演出画像を表示する第２予告演出を実行可能で
あり、
　　前記第１予告演出と前記第２予告演出とを実行する場合、前記第１レイヤーに前記第
１演出画像を表示し、前記第２レイヤーに前記第２演出画像を表示することで、前記第１
演出画像の背面側に前記第２演出画像を表示し、
　　識別情報の可変表示を行っているときは、前記第２レイヤーよりも背面側に配置され
たレイヤーに識別情報を表示し、
　　識別情報を停止表示したときは、前記第１レイヤーよりも前面側に配置されたレイヤ
ーに識別情報を表示し、
　前記第１予告演出は、前記可動体の動作を伴う演出であり、
　前記第１演出画像は、前記可動体の動作に連動して表示される画像である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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（Ａ）上記目的を達成するため、本発明の一態様による遊技機は、識別情報の可変表示を
行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、可動体と、前記有利
状態に制御することを決定可能な決定手段と、前記決定手段の決定よりも前に前記有利状
態に制御されることを判定可能な判定手段と、演出画像を用いて演出を実行する演出実行
手段と、を備え、前記演出実行手段は、前記決定手段の決定にもとづいて実行される予告
演出として、第１レイヤーに第１演出画像を表示する第１予告演出を実行可能であり、前
記判定手段の判定にもとづいて実行される予告演出として、前記第１レイヤーよりも背面
側に配置された第２レイヤーに第２演出画像を表示する第２予告演出を実行可能であり、
前記第１予告演出と前記第２予告演出とを実行する場合、前記第１レイヤーに前記第１演
出画像を表示し、前記第２レイヤーに前記第２演出画像を表示することで、前記第１演出
画像の背面側に前記第２演出画像を表示し、識別情報の可変表示を行っているときは、前
記第２レイヤーよりも背面側に配置されたレイヤーに識別情報を表示し、識別情報を停止
表示したときは、前記第１レイヤーよりも前面側に配置されたレイヤーに識別情報を表示
し、前記第１予告演出は、前記可動体の動作を伴う演出であり、前記第１演出画像は、前
記可動体の動作に連動して表示される画像である。
（１）上記目的を達成するため、他の態様の遊技機は、遊技を行うことが可能な遊技機（
例えば、パチンコ遊技機１やスロット機等）であって、演出画像（例えば、図２８、図２
９、図４８等に示した各種の演出画像等）を用いて演出を実行する演出実行手段と（例え
ば、ステップＳ５４５の群予告演出動作制御処理や、ステップＳ５４３のチャンスゾーン
演出動作制御処理等）、可変表示に関連する文字情報を表示する文字情報表示手段とを備
え、前記演出実行手段は、第１領域（図２７（Ａ）に示すように画像サイズ「小」の領域
）において第１演出画像（例えば、チャンスゾーン演出画像等）を用いる第１演出（例え
ば、チャンスゾーン演出等）と、前記第１領域よりも広い第２領域（図２７（Ａ）に示す
ように画像サイズ「大」の領域）において前記第１演出画像よりも表示の優先順位が高い
第２演出画像（例えば、群予告演出画像等）を用いる第２演出（例えば、群予告演出等）
とを実行可能であると共に、前記第２演出が実行される場合であっても前記第１演出画像
を表示するための処理は実行し、前記文字情報表示手段は、前記第２演出画像が表示され
る場合でも、前記文字情報の内容を特定可能に表示する。
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